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※雨天中止

※雨天中止

墨田区東向島3-18-3
●交　通　東武スカイツリーライン／「東向島」駅下車、徒歩8分。
京成電鉄押上線／「京成曳舟」駅下車、徒歩13分。　都バス／亀戸
-日暮里（里22）「百花園前」下車、徒歩3分。　駐車場なし。
●開園時間　9：00～17：00（入園16：30まで）
●入園料　一般150円、65歳以上70円
●問合せ　向島百花園サービスセンター TEL.03-3611-8705

向島百花園向島百花園梅まつり梅まつり
9:00～17:00

（最終入園16:30）

◇江戸大道芸
南京玉すだれや独楽(こま)回し等の大道芸を披露します。
【日時】2/10日（日）、24（日） 11:40 ～、 13:00 ～、 15:00 ～
（各回約30分）【会場】売店前広場　【出演】浅草雑芸団

◇梅を詠む
お客様に「梅」を題材に俳句・和歌を俳句帳にお書きいただきます。
【日時】期間中毎日　【会場】藤棚横 四阿（あずまや）

.◇すずめ踊り
初代園主の佐原鞠塢出身の地、仙台が発祥で、墨田区ゆかりの浮世絵師、葛
飾北斎が描いた「北斎漫画」にも登場している「すずめ踊り」を披露します。
【日時】2/ 9（土）、3/3（日） 各日13:00、15:00（各回約30分）
【会場】売店前広場　【出演】福来雀（ふっくらすずめ）

◇庭さんぽ～向島百花園の楽しみ方～
職員が向島百花園ならではの草花や庭園風景の楽しみ
方をご紹介しながら、園内を散策して回ります。
【日時】2/11（月・祝）11:00、14:00（各回約60分）
【集合】サービスセンター裏
【定員】各回20名（当日先着順）

【参加費】無料（入園料別途）

◇野草ウォッチング
講師の解説のもと、園内の野草を観察します。
【日時】2/16（土）11:40、14:40 （各回約60分）
【集合】秋の七草コーナー前
【講師】若林芳樹（わかばやしよしき）氏（植物研究家）

【定員】各回30人（当日先着順）
【参加費】無料（入園料別途）

～2 9 土 3 3日

向島百花園

明
治
通
り

香梅園香梅園梅まつり梅まつり
10:00～15:00

◇すみだ親善大使の
写真撮影会
 ・2/16（土）11:30 ～

◇短歌と俳句の寄稿
　  （入園時にお尋ね下さい。）

◇琴・尺八の演奏
・2/16（土）、 17（日）11:00～

◇抹茶・甘酒接待（有料）
・2/16（土）、17（日）11:00 ～
　    

～2 16 土 3 3日

亀戸天神社亀戸天神社梅まつり梅まつり
◇亀戸名品市
甘酒、江戸切り子実演販売など

～2 9 3 10日土 学
問
の
神
様

菅原道真公を奉り、学問
の神様としても親しまれ
る亀戸天神社では、受験
生のための絵馬やお守り
が各種用意される。

「学業御守」のほか「梅守
り」や、延命長寿にご利
益がある「ふじみ守」な
ども授与されている。

天神様の形をした
「菅公みくじ」

墨田区文花2-5-8
●交　通　東武亀戸線／「小村井」駅下車、 徒歩5分。　
都バス／亀戸-日暮里（里22）「文花2丁目」  下車、
徒歩5分。錦糸町-青戸車庫（錦37）上野　松坂屋前 -
平井駅（上23）「文花3丁目」下車、徒歩７分。
●問合せ　香取神社 TEL. 03-3612-0878

小
村
井 香梅園

明治通り

中居堀通りN

梅まつり期間中、香取神社
境内では梅にちなんだお菓
子等が販売される。

小村井梅あんぱん
購
入
者
に
は

特
製
ス
テ
ッ
カ
ー
を
配
付

江東区亀戸3 - 6 -1
●交　通　JR総武線・東武亀戸線／
「亀戸」駅下車、徒歩10分。　JR総武線／
「錦糸町」駅下車、徒歩15分。都バス／
亀戸天神前下車すぐ
●問合せ　亀戸天神 TEL.03-3681-0010

亀戸
天神社

亀
戸明治通り

蔵
前
橋
通
り

N

◀
香
取
神
社
の
御
朱
印
。

「
梅
の
香
に 

誘
は
れ
て
入
る

万
華
鏡
」
と
、
俳
句
が

添
え
ら
れ
て
い
る
。

山
人
、狂
歌
師
）、亀
田
鵬
斉
（
儒
家
）、
谷
文

晁（
絵
師
）、
大
窪
詩
仏
（
漢
詩
人
）、
加
藤
千

蔭
（
国
学
者
、
書
家
）ら
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

梅
樹
３
６
０
株
を
は
じ
め
、
様
々
な
樹
木
を

植
え
、
文
化
元
（
１
８
０
４
）
年
に
梅
園
と

し
て
一
般
公
開
し
た
。
併
せ
て
園
内
の
梅
の

実
か
ら
梅
干
を
作
り
、
名
物
と
し
て
販
売
、

こ
れ
も
人
気
を
呼
び
、
梅
園
は
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

◉
江
戸
庶
民
の
行
楽
地

「
梅
は
百
花
に
さ
き
が
け
て
咲
く
」
こ
と
か

ら
、
人
気
絵
師
、
酒
井
抱
一
が
百
花
園
と
命

名
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
賑
わ
い

か
ら
、
当
時
は
、
亀
戸
の
「
梅
屋
敷
」
に
対

し
て
「
新
梅
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
た
。

　

さ
ら
に
鞠
塢
は
、
園
内
に
祀
っ
て
あ
っ
た

福
禄
寿
に
着
目
し
、
桜
餅
が
門
前
の
名
物
で

あ
っ
た
長
命
寺
の
弁
財
天
な
ど
を
取
り
込
み
、

谷
中
に
倣
っ
て
「
隅
田
川
七
福
神
巡
り
」
を

提
案
。
こ
ち
ら
も
大
い
に
当
た
り
、
隅
田
川

東
郊
は
江
戸
庶
民
に
と
っ
て
格
好
の
行
楽
地

の
一
つ
に
な
っ
た
。

　

こ
の
時
期
は
、
ち
ょ
う
ど
江
戸
町
人
文
化

が
最
も
栄
え
た
文
化
・
文
政
期
（
１
８
０
４

〜
30
）に
あ
た
り
、
人
々
は
花
と
親
し
み
な

が
ら
茶
を
喫
し
、
隅
田
川
焼
き
（
楽
焼
き
の

初鳴き
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一
種
）
を
楽
し
ん
だ
。
こ
の
評
判
を
聞
き
、

時
の
11
代
将
軍
・
家
斉
、
12
代
将
軍
・
家
慶

も
こ
の
庭
園
を
訪
れ
て
い
る
。

◉
東
京
の
名
所
に

　

園
内
に
は
そ
の
後
も
名
花
名
草
が
集
め
ら

れ
、
現
在
は
春
秋
の
七
草
、
初
夏
の
紫
陽
花
、

初
秋
は
萩
の
ト
ン
ネ
ル
と
、
折
々
の
草
花
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
自
然
の
ま
ま
の
趣

は
「
風
流
の
極
致
」
と
、
東
京
の
名
所
に
な

っ
て
い
る
。

◉
文
化
人
の
サ
ロ
ン

　

日
本
橋
で
骨
董
商
人
と
し
て
財
を
成
し
た

佐
原
鞠き

く

塢う

が
武
家
屋
敷
で
あ
っ
た
３
０
０
０

坪
ほ
ど
の
土
地
を
買
い
取
り
、
か
ね
て
か
ら

親
し
く
し
て
い
た
文
化
人
の
大
田
南
畝（
＝
蜀

花見の名所として
文人墨客が集った名園
花見の名所として
文人墨客が集った名園

◉
小
村
井
梅
園
が

　
モ
デ
ル

　

江
戸
末
期
、
香
取
神
社
の
近

く
に
「
小
村
井
梅
屋
敷
」
と
呼

ば
れ
た
梅
園
が
あ
っ
た
。
安
藤

広
重
の
「
絵
本
江
戸
土
産
」
に

も
取
り
上
げ
ら
れ
、
大
勢
の
人

が
梅
見
を
楽
し
む
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
。

　

広
さ
は
３
３
０
０
坪
、
園
内

に
は
富
士
山
に
似
せ
た
築
山
や

茶
屋
、
池
な
ど
が
造
ら
れ
、
花

の
盛
り
に
は
多
く
の
人
で
賑
わ

っ
た
。
歴
代
将
軍
も
訪
れ
る
ほ

ど
で
、
将
軍
が
愛
で
た
「
御
成

り
梅
」
と
称
さ
れ
た
木
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
臥が

龍り
ょ
う

梅ば
い

で
知
ら

れ
た
近
く
の
「
亀
戸
梅
屋
敷
」

と
同
様
、
明
治
43
（
1
9
1
０
）

年
の
大
洪
水
で
、
甚
大
な
被
害

を
蒙
り
、
廃
園
と
な
っ
て
し
ま

っ
た
。

◉
梅
は
目
線
で

　
楽
し
む

　

香
取
神
社
の
松
原
康
行
宮
司

は
、
か
ね
て
か
ら
、
こ
の
「
小
村
井
梅
園
」

を
何
と
か
復
活
さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
た
。

　

平
成
６
（
１
９
９
４
）
年
、
念
願
叶
い
、

氏
子
の
協
力
を
得
て
、
境
内
に
選
り
す
ぐ
り

の
85
種
、
１
２
０
本
の
梅
の
木
を
植
え
、「
香

梅
園
」
と
名
づ
け
て
開
園
し
た
。

　

香
梅
園
の
梅
の
木
は
高
さ
が
抑
え
ら
れ
て

い
る
の
が
特
徴
。

「
桜
は
見
上
げ
て
観
賞
し
て
も
い
い
が
、
梅

は
間
近
で
観
賞
す
る
も
の
。
香
り
も
い
っ
し

ょ
に
楽
し
む
た
め
で
、
人
間
の
目
線
、
つ
ま

り
〝
目
通
り
〞
が
一
番
い
い
の
で
す
」
と
松

原
宮
司
は
い
う
。

　

一
歩
進
む
と
違
う
種
類
の
梅
が
あ
り
、
空

を
背
景
に
そ
の
色
彩
や
香
り
の
変
化
を
楽
し

む
の
が
最
高
の
梅
見
と
い
え
る
。

　

た
だ
、
枝
垂
れ
梅
だ
け
は
高
く
て
も
い
い
。

花
が
目
線
ま
で
垂
れ
て
く
る
か
ら
だ
。
こ
れ

を
基
本
に
、
梅
の
種
類
、
お
互
い
の
バ
ラ
ン

ス
、
開
花
時
期
な
ど
を
考
え
て
造
園
し
て
あ

り
、
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
木
々
に
は
名
札
が
つ
け
ら
れ
て
い

る
の
で
、
同
時
に
梅
の
知
識
も
得
る
こ
と
が

で
き
る
。噂
を
聞
き
つ
け
た
梅
フ
ァ
ン
が「
香

梅
園
に
は
、
ど
ん
な
梅
が
あ
る
の
か
」
と
興

味
津
津
で
や
っ
て
来
る
が
、
珍
種
も
含
め
て

多
さ
に
驚
き
、
感
激
す
る
と
い
う
。

香
梅
園

香
梅
園

江戸時代の
「梅屋敷」を復活！
江戸時代の
「梅屋敷」を復活！

文
元（
１
６
６
１
）年
、
本
所
亀
戸
村
に
あ
っ

た
小
さ
な
社
に
こ
の
像
を
奉
祀
し
た
の
が
始

ま
り
。
翌
年
、
天
神
様
を
崇
敬
す
る
四
代
将

軍
・
家
綱
が
、
現
在
の
場
所
に
土
地
を
寄
進
、

太
宰
府
天
満
宮
の
社
に
倣
っ
て
社
殿
、
楼
門
、

回
廊
、
心
字
池
、
太
鼓
橋
な
ど
を
創
建
し
た
。

　

道
真
公
は
政
争
に
敗
れ
、
延
喜
元
（
９
０

１
）
年
、
筑
紫
の
大
宰
府
政
所
に
流
さ
れ
、

失
意
の
う
ち
に
客
死
し
た
。
京
を
発
つ
時
、

書
斎
か
ら
庭
の
愛
梅
を
眺
め
、
別
れ
を
惜
し

ん
で
詠
ん
だ
歌
は
あ
ま
り
に
も
有
名
。

 「
東こ

風ち

吹
か
ば
　
匂
ひ
お
こ
せ
よ
　
梅
の

花
　
あ
る
じ
な
し
と
て
　
春
な
忘
れ
そ
」

　

そ
の
梅
が
主
を
慕
っ
て
京
都
か
ら
大
宰
府

に
飛
ん
で
来
て
、
根
を
下
ろ
し
た
と
い
う

「
飛
梅
」
の
伝
説
が
今
な
お
残
る
。
梅
の
花

を
こ
よ
な
く
愛
し
、
５
歳
の
時
に
詠
ん
だ
、

 「
う
つ
く
し
や
　
紅
の
色
な
る
梅
の
花 

　

吾あ

子こ

が
顔
に
も
つ
け
た
く
ぞ
あ
る
」

に
因
ん
だ
か
わ
い
い
童
子
の
像
が
、
境
内
中

央
の
心
字
池
の
脇
に
あ
る
。

◉
戦
禍
か
ら
復
興

　

昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
の
東
京
大
空
襲

に
よ
り
、
亀
戸
天
神
社
は
、
御
神
庫
１
棟
を

残
し
す
べ
て
焼
失
。
そ
の
後
、
道
真
公
を
敬

い
、
家
紋
も
梅
を
使
用
し
て
い
る
旧
加
賀
藩

前
田
家
の
子
孫
・
前
田
利
建
氏
が
中
心
と
な

っ
て
復
興
、
梅
も
植
樹
し
、
現
在
、
境
内
に

は
約
２
５
０
本
の
梅
が
あ
る
。

　

心
字
池
に
架
か
る
太
鼓
橋
の
参
道
、
池
の

周
り
、
参
道
の
左
右
に
藤
棚
が
あ
り
、
こ
れ

ら
に
沿
っ
て
梅
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
本
殿
の
左
右
に
柵
囲
い
が
あ
り
、
向

か
っ
て
右
に
紅
梅
、
左
に
白
梅
が
あ
り
、
囲

い
に
は
、
入
試
合
格
の
願
か
け
を
し
た
「
絵

馬
」
が
び
っ
し
り
掛
か
っ
て
い
る
。

　

梅
は
、
50
種
以
上
あ
り
、
１
本
の
木
か
ら

紅
と
白
が
咲
く
「
思
い
の
ま
ま
」
も
あ
る
。

◉「
天
神
様
」
縁
の
社

　

太
宰
府
天
満
宮
の
神
官
だ
っ
た
菅
原
信
祐

（
菅
原
道
真
公
の
末
裔
）が
、「
飛
梅
」の
木
で

道
真
公
の
像
を
彫
り
、
諸
国
行
脚
の
末
、
寛

白梅、紅梅約250本
道真が愛した梅の花がみごと！
白梅、紅梅約250本
道真が愛した梅の花がみごと！

う
つ
く
し
や
　
紅
の
色
な
る
梅
の
花 

　
吾
子
が
顔
に
も
つ
け
た
く
ぞ
あ
る

東
風
吹
か
ば
　
匂
ひ
お
こ
せ
よ
　
梅
の
花
　
あ
る
じ
な
し
と
て
　
春
な
忘
れ
そ
　

梅
は
間
近
で
観
賞
す
る
も
の
。
香
り
も
い
っ
し
ょ
に
楽
し
む
た
め
で
、人
間
の
目
線
、つ
ま
り〝
目
通
り
〞が
一
番
い
い

江
戸
時
代
、
亀
戸
の
「
梅
屋
敷
」
に
対
し
て
「
新
梅
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
た
百
花
園

向
島
百
花
園

向
島
百
花
園

亀
戸天神
社

亀
戸天神
社

都鳥
土鈴名菓「百花園」

初鳴き


